
令和５年 12 月 22 日 

富士市立広見小学校 

 学校だより 12 月特別号 

「やってみよう やりぬこう」に挑戦した２０２３年 

校長 稲垣まゆ美

今年を振り返ったとき、WBC(ワールド・ベースボール・ク

ラシック)で、日本が３大会ぶり３度目の優勝に輝いたこと

が、今でも強く印象に残っています。特に、決勝戦、試合前

の大谷翔平選手の、「憧れるのはやめましょう。野球をやって

いたら誰しもが聞いたことのある選手たちがいると思うんで

すけど、今日１日だけは、憧れてしまったら超えられないの

で、僕らは今日超えるために、トップになるためにきたので、

今日１日だけは、彼らへの憧れを捨てて、勝つことだけ考え

ていきましょう。さあ。いこう！」という言葉、見ているこちらまで、どれだけ気持ちが奮

い立ったか分かりません。その後もレギュラーシーズンで日本人初のホームラン王に輝き、

２度目のＭＶＰを獲得するなど、大谷選手の話題でもちきりの１年でした。本気で大きなこ

とを成し遂げようとする人の覚悟と、どんな難敵にも敢然と立ち向かう心の強さを目の当た

りにし、たくさんの勇気をもらった年でもありました。

実は、今年、学校の中でも同じように感じた場面が何度もありました。ふだんの授業から

子供たちの授業中の様子を見るのは、本当にワクワクして楽しいのですが、特に、11 月に行

われた「ICT を活用した学習指導研究発表会」の日の子供たちの姿は、その最たるものでし

た。授業の中で“今日はこれを学ぶ。この力を付ける”という目標に向かって、一人一人が、

意見を出し合い真剣に考えていく。あれだけの参観者がいる中、「目指していること」と「や

らなければならないこと」を見事に一致させ、夢中になって授業に取り組み、臆せず自信を

もって自分の意見を述べる、子供たちの学びに向かう姿は、本当に純粋で、素敵でした。 

現代は、年齢関係なく、自分の夢の実現のために、努力を惜しまない人が輝く時代です。

野球の大谷翔平選手も、21 歳で将棋の八大タイトルを獲得した藤井聡太棋士も、東京オリン

ピックで活躍した 10 代の選手 28 人も、皆、自分が夢中になっていることを追究し、努力を

重ねている人たちです。広見小学校の皆さんも、自分の夢に向かって、目標を立て、夢の実

現のために、できることからチャレンジし続けてほしいと思います。 

さて、12 月 25 日(月)から 11 日間の冬休みが始まります。冬休みは、家族での食事や団ら

ん、一緒に出掛けたり、初詣に行ったりなど、ふれあいの時間が多くもてるときです。また、

家族の一員として大掃除に参加し、気持ちよく新しい年を迎えてほしいと思い

ます。一年の節目となるこの時期に、今年の振り返りをしっかり行い、新たな

目標に向かってスタートできることを願っています。 

〇自分の身は自分で守る 
  冬休みの間、不審者に遭遇することのないよう、人通りの少ない道、暗い場所、また、海
や川の近くなどの危険な場所、ゲームセンターやカラオケボックスなど、子供だけの立ち入
りが禁止されている所に行かないよう、御家庭でも十分注意してください。タブレット、ス
マートフォンの使い方、帰宅時間にも注意させてください。慌ただしい年末で事故が心配で
すので、自転車の乗り方に注意し、道路への飛び出しなど絶対にしないようにお話してくだ
さい。合言葉は「自分の身は自分で守る」です。今年は、インフルエンザが流行しています
ので、感染症にも十分注意してください。12 月 29 日から１月３日は学校閉庁日になります
ので、この期間に感染等が確認された場合は、マチコミに御連絡をお願いいたします。

来年１月５日(金)に元気な子供たちに会えるのを楽しみにしています。 



『どうぞ、よいお年をお迎えください。』 
 今年一年、多大なる御理解、御協力を賜りまして、本当にありがとうございました。来年
も子供一人一人の良さを認めながら、児童が「学校に行くのが楽しい！」と思えるような教
育活動を行っていきたいと思います。皆様、どうぞ、よいお年をお迎えください。 
 
 
 
 
 


